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　　　　　　　　　　　　世界では、環境への取り組みは当たり前となりつつあります。
企業が環境への取り組みをする上で重要となってくるのが、やはり一人ひとり
の意識ではないでしょうか。
2022年度は東京支店をエコアクション21の対象事業所に拡大することに伴い、
改めて全従業員の環境教育を基礎から行いました。

廃棄物関連は環境問題と密接に関わってくることから、教育をしてきました。
しかし、環境への取り組みはどの業種にも求められるようになり、
今や個人の意識や行動も重視されています。

世界ではSDGSや脱炭素等様々な取り組みが進められていますが、なかなか自分には
遠いことのように思い、自身に落とし込むには難しいものです。

・今までは使い捨てだったものを繰り返し使えるものに置き換える。
・壊れて新しいものを買うのではなく、修理して繰り返し使う。
・ペットボトル等リサイクル出来るものを分別する。
・使わない電気はこまめに消す。

等方法は様々で、身近なことから意識をして習慣化していくことが重要です。
会社での取り組みと言えば大きく聞こえるかもしれません。
確かに、太陽光パネルの設置等は会社としての大きな取り組みです。
しかし、『個人個人が意識し行動をする』この積み重ねがとても大きいのです。

個人の意識が会社全体の意識となり、その意識がより一層環境社会に貢献していく。
それこそが、弊社に仕事を依頼して頂くお客様への信頼と満足度に繋がると信じ、
これからも邁進していきます。

株式会社　ジャルク
代表取締役　正木　良昌

当初より対象としている本社及びワークス紀の川は、産業廃棄物処理を主としています。

弊社では、2022年度新たに東京支店を対象とし、全社員で環境へ取り組んで参ります。
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　当社は、廃棄物リサイクルを通じて、母なる地球の限りある資源を、地球にやさしい方法
で限りなく再生する事業を未来に向けて展開していきます。
事業活動を推進するに当り、「資源との共生」と「環境汚染の予防」を経営の最重要課題と
して、「自然との調和」を考慮した企業活動を行います。

1，その実行と成果を確実にするため、エコアクション21に準拠した環境マネイジメントシス
　テムを構築し、環境目的・目標の設定とレビューを行いつつ、システムと環境パフォーマン
　スの継続的改善を図ります。

2，事業活動に関する環境影響のうち、次の項目を最優先に取り組みます。
①廃棄物のリサイクル化の向上を促進します。
②当社が使用しているエネルギー（電力）の使用量を削減します。
③化石燃料の使用量を削減します。
④排水量を削減します。
⑤環境に資するサービスを提供します。

3，環境に関する法規制及び当社が同意するその他の要求事項を順守します。

4，この環境経営方針は、文書により全従業員に周知徹底すると共に一般にも公開します。

制定日：
改訂日：
株式会社ジャルク
代表取締役 正木　良昌

2017年11月1日
2020年4月1日

人は地球のパートナー　　限りある資源を限りなく活用

株式会社ジャルク

環 境 経 営 方 針

株式会社ジャルクは、地球規模の環境保全が人類共通の課題の一つであることを
認識し、当社の事業活動、サービスの全ての活動において「自然との調和」を
考えながら、地球環境にやさしい企業を目指します。
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名

名　　　称： 株式会社　ジャルク

代表者名： 代表取締役　　正木　良昌

（２） 所在地

2023年4月3日

本社

大阪府大阪市中央区南本町2丁目2番11号 （３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者 : 管理部部長 中岡 晃稔

担当者 : 管理部 堀内 佳世子

T E L : 06-6265-3373

本社業務は、人事管理や

営業活動、産業廃棄物

処理に関する相談窓口等、

多岐にわたります！

ぜひご相談を！

東京支店

東京都大田区平和島3-2-21
東京支店では、専門のスタッフによるパソコ

ンのキッティング作業を行っています！

T E L : 050-3530-5746

工場（ワークス紀ノ川）

和歌山県橋本市神野々202-1
ワークス紀ノ川工場では、産業廃棄物の処理に

関わる業務全般を行っています！さらに、OA機

器のHDDデータ消去や倉庫保管業務、工場見学

等も行っています！

T E L : 0736-39-0006
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（４） 事業内容

①産業廃棄物収集運搬業・中間処理業
箱車により確実に施錠し、飛散・流出

することなく産業廃棄物を運搬！

主に機械類の破砕、手選別処理を行い、

リサイクル率をUP！

②パソコンキッティングサービス
機器導入から廃棄処理まで一気通貫サポート！

OA機器の現地導入から適正処理まで複数

作業をパッケージ化し、一括でお任せ！

③産業廃棄物処理についてのコンサルティングサービス
廃棄物処理法及び廃棄物を処理するにあたって、関連する

法律まで幅広く相談にのります。実務的な勉強会も好評！

また、時代に合わせてＺＯＯＭでのＷＥＢセミナーも開催！
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（５） 事業の規模

会社概要

受託した産業廃棄物の処理量

※自社運搬以外に他社便もあり、収集運搬量と中間処理量との差異があります。

ワークス紀の川

従業員 14名

123

ｔ

うち最終処分量
（管理型混合廃棄物） 48

収集運搬量 処分量

563 ｔ

中間処理量 628

ｔうち再資源化量 505

最終処分量

うち再資源化量
（廃プラスチック類混合物+

廃プラスチック類）
75

延べ床面積 1,904㎡

東京支店

従業員 12名

ジャルクの従業員と延べ床面積のご案内

本社

従業員 14名

延べ床面積 145.44㎡

売上高 3.9億円（2021年度）

事業年度 毎年度　4月～3月

法人設立 1999年5月13日

資本金 2,900万円

延べ床面積 268㎡

0

中間処理後の産廃の処分量

合計

従業員 40名

延べ床面積 2317.44㎡

毎年社員数を徐々に増員し、次世代を

育てて持続していく企業を目指します。

世界は持続可能な社会へ！

ジャルクもリサイクル頑張り

ます！
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主要設備

破砕機
（形式ＲＺＳ-1000Ｇ）

1基

能力：3.8t/h　7.5kW

処理品目

（廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず）

車両台数

名称 台数 備    考

破砕機
（形式ＤＮ-180-450）

1基

能力：0.56t/h　23kW

処理品目

（廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず）

1.05ｔトラック車 2.6ｔトラック車

2.9ｔトラック車 5.2ｔトラック車

0.5ｔトラック車

ワークス紀の川工場【積替え保管施設容量】

保管面積 高さ

823㎡ × 5ｍ

＝4,115㎥

これが積み替え保管

施設の保管上限です！

この5台で頑張って引取りに行ってます！
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□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社　ジャルク

本社
ワークス紀の川工場
東京支店

活動： 産業廃棄物収集運搬業
産業廃棄物処分業（中間処理）
産業廃棄物処理についてのコンサルティングサービス

□環境経営組織図及び役割・責任・権限 更新日：
【環境管理実施体制図】

〔認証登録範囲〕

・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者を任命

・環境目標・環境活動計画書及び環境経営レポートの承認　等

・環境経営システム（ＰＤＣＡ）の構築、実施、管理

・環境管理事務局員を任命

・環境経営レポートの確認　等

・環境管理責任者の補佐

・計画の実施や取組状況の確認、環境経営レポートの作成

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口　等

・環境目標や環境方針・法令の理解を深め、重要性の自覚

・決められたことを遵守し、積極的に環境活動へ参加

□許可・登録の内容

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

金
属
く
ず

木
く
ず

ゴ
ム
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

汚
泥

● ● ● ● ● ●

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

●　積替え保管を含む。
収集運搬に関しては、水銀使用製品産業廃棄物を含む。
上記全ての許可において、優良認定適合。

○

令和8年1月16日 ○

滋賀県 第02501079716号 令和3年2月2日 令和10年2月1日 ○

産業廃棄物処分業
（中間処理）

和歌山県 第03022079716号 平成30年10月26日 令和7年9月6日

○

兵庫県 第02804079716号 令和1年11月1日 令和8年10月31日 ○
産業廃棄物収集運搬業

和歌山県 第03012079716号 平成31年1月11日 令和7年12月3日 ●

大阪府 第02700079716号 平成31年1月10日 令和8年1月9日

京都府 第02601079716号 平成27年4月28日 令和11年3月6日 ○

奈良県 第02900079716号 平成31年1月17日

管理部 営業部

全従業員

種類 都道府県 許可番号
許可の
年月日

許可の
有効年月日

産業廃棄物の種類
ガ
ラ
ス
く
ず
・
コ
ン

ク
リ
ー

ト
く
ず
及
び

陶
磁
器
く
ず

2023年4月3日

代表者
代表取締役 正木良昌

環境管理責任者
取締役　中岡晃稔

環境管理事務局
堀内　佳世子

本社
ワークス紀の川

（工場）
東京支店

対象事業所：
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□主な環境負荷の実績

単位

kg-CO2

トン

トン

トン

トン

トン

トン

㎥

※関西電力の2015年二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　
※二酸化炭素総排出数には、液化石油ガス（LPG）も含む

□環境経営目標及びその実績

✕

〇

✕

〇

✕

〇
動画にてｵﾝﾗｲ
ﾝｾﾐﾅｰ展開

2021年

サービスへの環境配慮
ｼﾞｬﾙｸ通信
及びｵﾝﾗｲﾝｾ
ﾐﾅｰ開催

勉強会開催
ｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ

開催
ｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ
を5回開催

会場開催実施

82

基準年度比 2021年 95% 129% 99% 97%

水道水の削減
㎥ 85 81 110 84

2021年 101.0% 101.8% 101.0% 102.0%

95% 109% 88% 87%

受託廃棄物のリサイク
ル率向上 ％ 78.5% 79.3% 79.9% 79.3%

74,353

一般廃棄物の削減

kg 1,297 1,232 1,415 1,141 1,128

基準年度比 2021年

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 77,232 75,687 71,681 75,125

80.1%

基準年度比

53,962

基準年度比 2021年 98% 91% 97% 96%

自動車燃料による二酸
化炭素削減 kg-CO2 56,210 55,086 50,919 54,524

20,391

基準年度比 2021年 98% 99% 98% 97%

電力による二酸化炭素
削減 kg-CO2 21,022 20,602 20,762 20,602

（目標） （目標）

2023年度 2024年度

　産業廃棄物排出量
177 148 125

水使用量
91 85 110

基準値 通年

（基準年) （目標） （実績）

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2021年度 2022年度

評
価

0.496

廃棄物排出量
178 149 126

　一般廃棄物排出量
1.25 1.30 1.42

受託中間処理量
871 690 628

受託最終処分量
0 0 0

二酸化炭素総排出量
80,512 77,234 71,685

受託収集運搬量
503 562 563

項　目 2020年度 2021年度 2022年度
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

1,455 1,505 2,272
0 1,361

3月
2,169 1,528 1,439 1,302 1,629 1,847 1,303 1,202 1,758

9月 10月 11月 12月 1月 2月

1,464 1,656 1,103 1,429 2,125

4月 5月 6月 7月 8月

1,588 963 1,260 1,531 1,637

228 218 313
205 259 111 249 196 170 98 130 184 224 161 185
170 195 188 151 371 187 256 117 252

4月 5月 6月 7月 8月

数値目標 〇 運搬量は減少傾向だが、引取り件数は毎年あまり変化はない。し
かし、毎年引取りルートについてはこまめに見直しを行っている
ので、その成果が現れている。

・アイドリングストップ △
・効率的なルートで配送 ◎
・エリア別営業活動の見直し ○

3月9月 10月 11月 12月 1月 2月

2,685 3,904 3,470 3,237

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

4,248 3,757 3,528
3,195 2,847 3,504 4,292 4,534 3,732 2,935

3月
3,273 3,001 3,082 3,905 4,114 3,702 3,031 3,100 4,248

9月 10月 11月 12月 1月 2月

3,524

○
・ノー残業デーの実施 △

4月 5月 6月 7月 8月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 × 見直しにより、こまめに暖房を消すことやひざ掛けの毛布やサー

キュレーターで暖かい空気を循環させる等して例年より抑えられ
ている。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） △
・不要照明の消灯

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

電力（kWh） 2021年 2022年

0

100

200

300

400
ガソリン（L) 2021年 2022年

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月 10
月

11
月

12
月 1 月 2 月 3 月

軽油（L) 2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

受託廃棄物のリサイクル率の向上

取組紹介欄

2021年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年 6 6 7 8 8 89 10 7 9 16 16
7 7 6 8 6 79 6 6 6 8 9

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 × 人数も増加し、再教育を行ったが、まだまだ多いので、引き続き

教育を継続。・節水シールの貼り付けとポスター掲 ○
・こまめな蛇口開閉 △

77.6 70.6 81.6 73.0 72.3 82.881.8 78.2 72.6 94.8 87.5 82.0
82.4 86.1 80.7 80.7 83.0 72.874.9 71.0 75.8 75.3 83.3 84.9

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

数値目標 〇 昨今は廃棄物関係の法律が厳しくなりリサイクルが難しいが、例えば
プラスチック類をきちんと分別しマテリアルリサイクル出来るよう努め
ている。マテリアルリサイクルが出来ないものに関しては、サーマル
リサイクルが出来る処理業者に排出するようにしている。

・排出先の分別徹底の依頼 ○

・選別の徹底 ○

111 121 102 105 147

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

11月 12月 1月 2月
91 100 138

110 100 131 130 100 136 122

101 95 120 111 98 101 120 102 91

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

△

4月 5月 6月 7月 8月

数値目標 〇 特に3月は繁忙期のため、残業等もあり増加傾向にある。東京支
店で全体的には増加したが、ペーパーレス化を進めており、なる
べくデータでやり取りをするようにしているので、紙類については
減少傾向。

・分別の徹底 △
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○
・印刷物の削減 ○
・梱包材の再利用

3月9月 10月

0

5

10

15

20 水道水（㎥） 2021年 2022年

0

50

100

150

200

一般廃棄物（kg）2021年 2022年
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20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
リサイクル率（％）2021年 2022年
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サービスへの環境配慮

取組紹介欄

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

フロン排出抑制法 業務用空調機等のフロン回収作業

消防法（火災予防条例）
全てにおける火災の発生
発泡スチロールの保管（20㎥未満なので適用外）

プラスチック資源循環促進法 プラスチック排出時の分別及び排出抑制

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

浄化槽法 浄化槽維持管理

ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処
理の推進に関する特別措置法

ＰＣＢ廃棄物における仲介業務
※低濃度、高濃度

廃棄物処理法（特別管理産業廃棄物） 特別管理産業廃棄物（バッテリー：廃酸）

和歌山県公害防止条例施行規則による
規制基準

[騒音に係る排出基準]

破砕機（土石または鉱物用の破砕機が対象）
※使用破砕機は廃プラスチック、金属くず、ガラスくず用の為、対
象外

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物処理法（産業廃棄物） 産業廃棄物（金属ｸｽﾞ、廃プラ、ガラスくず）

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

和歌山県産業廃棄物越境移動に関する
指導要綱

県外からの越境移動における申請

高圧ガス保安法 業務用空調機等のフロン回収作業

和歌山県公害防止条例施行規則 による
規制基準

[一般粉じん係る届出施設]

破砕機（鉱物、岩石又はセメントの用に供するものに限る）
※破砕機（対象品目外）

古物営業法 品物の買収

特定家庭用機器再商品化法
特定家庭用機器
（エアコン、冷蔵庫、テレビ、洗濯機）

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
・最新の法律や世界情勢を反映させた
ジャルク通信 ○

廃棄物処理法を中心に、環境問題も含んだ無料及び有料WEBセミ
ナーを実施。2022年度は、コロナにより出来なかった会場開催を予
定している。
ジャルク通信に関しては毎回好評を頂いており、今後はペーパーレ
ス化のため配布方法をメール配信を試みる。・排出事業者に向けたセミナーの実施

○
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□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災の発生

■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 火災の発生

■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 火災の発生

■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

濵田、永野、谷口、辻本、薮本、水口、田
代、奥村 ・通報訓練、消火訓練、避難訓練

自主訓練を行った。水消火器が使用できないため、実際の消火器で工場責任者による使い方の説明。

2022年9月9日 本社

中岡、吉川、西田、佐野、秋田、山内、堀
内、小菅、久保岡、今庄 ・通報訓練、消火訓練、避難訓練

自主訓練を行った。責任者による消火器の位置や使い方、避難経路等を確認。

2022年9月12日 ワークス紀の川

2022年9月22日 東京支店

加藤、猿渡、小林、砂畑、山田、髙橋、
中島、関、八巻 ・通報訓練、消火訓練、避難訓練

自主訓練を行った。責任者による消火器の位置や使い方、避難経路等を確認。
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境経営方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇実施体制他

2023年5月9日
【前回の指示への取組結果】

◇その他（利害関係者からの苦情・要請等、環境上の問題点等）

変更なし

変更なし

変更なし

定期的に工場周辺の

清掃やトラックを綺麗に

しています！

今年の目標はどう

する？

打ち合わせ中・・・
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□これまでの環境活動の紹介
【社内教育】
　

　

・改めて環境について意識するよう

になりました。

【本社の声】

・環境について自分達が出来ること

を考えていこうと思いました。

・廃棄物処理が環境に密接している

ことが分かりました。

・自分達がしている仕事が環境に繋がる

んだと改めて認識できました。

【ワークス紀の川工場の声】

・配送ルートを考えて組むようになり

ました。

・毎回教育してもらうと、気が引き締

まります。

・エコアクション21に取り組んでいる

ことは知っていたけど、教育してもらい、

どのようなことをしているのか具体的に

認識できました。

【東京支店の声】

・個人の意識が大切だと思いました。

今年度から東京支店も対象に含み、本社及びワークス紀の川工場

も基礎から改めて教育しました！
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【コンシェルジュサービス①】
　コンシェルジュサービスとして、お客様である排出事業者に向けて勉強会を開催しています。
　有料の勉強会の他、無料相談や法改正時のセミナー等幅広く対応！
　また、現在ではZOOMを使用したWebセミナーも開催し、多くの反響を得ています。

ここ3年はコロナでWEBセミナーのみでしたが、2023年度からは

会場開催の対面セミナーも再開していきます！

幅広く利用されている無料サービス

サービスその①

《コンシェルジュ会員ご登録特典！》

特典①

特典②

ぜひお気軽にご利用下さい♪

新任の方～ベテランの方まで対応した有料勉強会

サービスその②

《より詳しく勉強したい方は！》

合同勉強会

１．少人数制

２．基礎知識～応用まで

３．オリジナルのテキスト

個社別勉強会

１．幅広い方が受講可能

２．会社ごとに沿った内容

３．テキストをカスタマイズ
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【コンシェルジュサービス②】
　2022年度は、無料WEBセミナー3回、有料WEBセミナー2回開催することが出来ました！
　有料セミナーでは、以下のように実際の事件事例も多く解説！
　また、環境問題も含めた内容で盛りだくさん！

人気のセミナー内容！

受講者の感想も一緒に

どうぞ！

この他にも、様々な事件事例を解説！

また、処理業者がどのような原因で許可を取り消されているのか？

行政命令はどのような時に下されるのか？

等処理業者ならではのセミナー内容です！

このセミナーで、排出事業者の廃棄物のコンプライアンス意識向上

に貢献していきたいと頑張っています！

排出事業者の責任がこれほど重いものだと思いませんでした。

どのように処理業者を選定、チェックするのか参考になりました。

実際どのような事件が起こっているのか分か

らなかったので、参考になりました。

どこから情報を収集すれば良いのか分からず、法改正は

実際の運用が分からないことが多いので有難いです。

・排出事業者責任について

・近年の法改正や世界の動向

・実際の事件事例について
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【ジャルク通信】
　年4回（1月、4月、7月、10月）お客様である排出事業者に向けて発信！
　ジャルク通信ではお客様に関わる法律や法改正の解説、その他ジャルクでの様々な活動を掲載し、ジャルクをより知って
　もらうことや、排出事業者への啓蒙活動を目的としています。
　処理業者として、お客様がどのようなことで困っているのか？といった目線で作成しており、ジャルク通信の作成を通して、
　社員の勉強や信頼関係を築く上でも重要な役割を果たしています。

半分は法改正や

お客様に関わる

法律を掲載して

います。

勉強になると

かなり好評！！

ジャルク通信のサービス向上のため、どのような内容が求め

られているのか？配布方法は郵送かメールか？

等アンケートを実施し、都度改善しています！

一番多かったのは、【法改正に関すること】です！

やはり法改正に関する情報は皆さん興味があります。

・実際に体験したことやコラム

・廃棄物を出す時の注意点

・電子マニフェストに関すること

が上位を占めました。これからも役立つ情報を

発信していきます！

アンケートには！
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【コラム】
　2023年3月より、排出事業者に役立つコラムをHPに開設！
　コンプライアンスや環境問題等、皆さんが知りたい！役立つ！様々な内容を掲載しております。
　サムネには毎回ジャルク社員が登場しますので、ジャルクらしさがあると好評です！

ジャルクのコラム
大 好 評 ！ ！

産業廃棄物の基礎知識から

新法や法改正まで、役立つ

情報が盛りだくさん！

現役の処理業者の経験と

知識を活かした実務に役立つ

コラムです。

URL https://www.jarc-net.co.jp/column/

コラムへのアクセス数増加やセミナー

の新規申込等嬉しい効果が！

今後、実際の事件事例や指摘され

やすい事例をご紹介！

HPのポップアップバナー

からも入れるよ！

営業でもお客様

へご紹介！
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□編集後記
　引き続きエコアクション21編集担当の堀内です。

　2022年度より東京支店を対象とすることで、どのように教育や周知を
　していこうか・・・と色々悩みました。
　しかし近年は、エコへの関心も高く、皆とっても協力的です。

　エコへの取り組みを会社がしていることで、お客様との信頼関係も築きやすく
　なります。
　何より、自分自身が環境に良い行いをしているという気持ちが生まれます。
　
　コンシェルジュが開催するセミナーでも、環境問題を取り上げます。
　特にプラスチック問題は廃棄物業界が密接に関わることから、処理業者
　ならではの情報には皆さん関心があります。

　環境への取り組みは、もちろんそれ自体がとっても大切です。
　しかし、会社として今後生き残るためにも、SDGSや脱炭素等、環境に対する意識が
　高いことが必要になってきています。
　我々ジャルクも、社員一人一人の意識をより一層高めていきます。

堀内奮闘の様子

目標や教育について打ち合

わせ中。

今年は東京支店も対象になる

ので、教育はどうする？？

内容を確認する中岡に、

緊張？して待つ堀内です！

皆の協力を得て終わった～

と安心した表情です。
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